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平成 30 年度 京都市立室町小学校「学校いじめ防止基本方針」 
 

１ 「学校いじめ防止基本方針」の策定 

 

 （１）目的 

 （２）基本理念 

 

２ いじめ対策委員会 

  ・構成員（職名又は校務分掌） 

・ 校長，教頭，教務主任，生徒指導主任，教育相談主任，学年主任，養護教諭， 
スクールカウンセラー（ＳＣ） スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷＲ） 

   
 ・役 割  

・いじめの防止及び早期発見に取り組むための情報交換。（１週間の学級の子どもの
様子の情報交換） 

・在籍する児童がいじめを受けていると思われるときは，適切かつ迅速にこれに対処
する。 

・対策を具体的に協議し，直接的間接的に児童，保護者への働きかけを行う。 

 

・開催時期 

・毎週１回（金曜日に定期的に実施する）  
・事象に応じて即時実施 

※ 会議の回数・実施時期については，後述の「年間計画」に記載 
 
 

 いじめは，受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し，その心身の健全な成長

及び人格の形成に重大な影響を与える。それだけでなく，生命や身体に重大な危険を

生じさせるおそれがあるものである。初期段階のいじめや，ごく短期間のうちに解消

したいじめ事案についても，学校が組織として把握し（いじめの認知），見守り，必

要に応じて指導し，解決につなげることが重要である。本方針は，子どもの尊厳を保

持する目的の下，いじめ防止対策推進法（平成２５年法律第７１号）第１３条に基づ

き，本校のいじめの防止対策推進法の基本的な方向，取組内容を策定するものである。 

① 本校児童が安心して学習その他の活動に取り組むことができるよう，学校の内外

を問わずいじめが行われなくなるようにすることを旨として行う。 

② いじめ防止のための対策は，全ての児童がいじめを行わず，及び他の児童に対し

て行われるいじめを認識しながらこれを放置することがないようにすること。さ

らに，いじめが児童の心身に及ぼす影響その他のいじめの問題に関する児童の理

解を深めることを旨として行う。 

③ いじめの防止等のための対策は，いじめを受けた児童の生命及び心身を保護する

ことが特に重要であることを認識しつつ，国，地方公共団体，学校，地域住民，

家庭その他の関係者の連携の下，いじめの問題を克服することを目指して行う。 
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・児童・保護者への周知方法 
 

 
 
 
 
 
３ 学校いじめ防止プログラム 
 

（１）学校におけるいじめの未然防止のための取組 

・学習環境の整備 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・授業改善の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

・いじめ対策委員会の役割や構成員等の情報を「学校だより」「学校ホームページ」等

で保護者及び地域へ発信する。 

・年度初めの全校朝会において，生指委員会メンバーを紹介し，担任だけでなく全校

教職員で見守っていることを伝える。 

 

 

 

○児童の社会性や規範意識を養うための教室掲示を工夫する。 

 ・学校目標「感謝を忘れず，夢に向かって努力する子」に基づいた学年目標・学級

目標，人権に関わるスローガンや道徳の学習の時間に獲得した道徳的価値に関わ

る目標などを掲示する。 

 ・生徒指導委員会と連携して，児童が安心・安全に学校で過ごせる「学校の決まり」，

室町の児童の行動目標の指針「室町の子七カ条」を掲示する。 

・児童が安心し，意欲をもって学習に取り組めるように，研究委員会と連携して話

型や発表の仕方などを掲示する。 

○学級文庫を充実させる。 

 ・図書部と連携して，仲間を大切にしたり，友達の気持ちを共感的に理解できる豊

かな情操を養うことができる図書，や読書の意欲を高めることができる図書の充

実を図る。 

○教室の整理整頓を心がけ，児童にも環境を整えておくことの大切さの指導を徹底す

る。 

児童一人一人をかけがえのない存在として認識し，一人一人がつけるべき力を確実
につけられるように日々の授業改善を目指す。 
 
○全ての児童がわかる喜びと学ぶ楽しさを実感できる授業の実施。 
○学習習慣の細やかで丁寧な指導の徹底。（机の上の教科書やノートの配置，筆箱の
中身の確認，下敷きを引くことの徹底，ノートの書き方指導など） 

○話型カードを活用しながらの児童の交流。 
○書画カメラなどのＩＣＴを活用した，視覚的にも分かりやすい学習。 
○基礎学力の定着，語彙力の獲得のための朝学習の時間の確保。（きらきら学習） 
○特に研究教科「算数科」と「体育科」において，授業研究や研修を積み，室町小学

校スタンダードに基づいた授業を全教員が展開できることを目指す。 
 ・事前に綿密な授業計画，板書計画を立てる。 
 ・壁面掲示を活用し，既習事項を基に本時の学習を習得できるようにする。 
 ・効果的なノート作りの指導の徹底と，毎時間ノートに目を通すことで，児童の理

解度の把握と授業改善に努める。また，振り返りに温かいコメントを添えること
で，学習意欲の喚起を行う。 
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・道徳教育・人権教育の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○研究教科「算数科」において 
 ・毎時間の問題場面の提示の仕方を工夫する。 

 ・解決の見通しをもてるように，既習事項を想起させる。 
 ・自力解決において，個に応じた意図的支援，全体への数学的価値づけに基づいた

全体への支援を行う。 
 ・集団解決においては，事前に構想を練り，互いに考えを交流し合いながら学習を

深めていくことのできる場とする。 
 ・学習の振り返りでは，よりよい振り返りを紹介しながら，次の時間の学習への意

欲をもたせる。 
○研究教科「体育科」において 
 ・全学年が共通して使える，活動に必要な教具の整備。（コート作成時の長さに応

じたライン，作戦時に活用するホワイトボード・メンバー用磁石，陸上競技にお
ける道具，マット運動における補助道具） 

 ・オリジナル学習カードの作成。 
 ・技能習得カードの作成。 

・活動に使用するタブレットの配置。 
○全教員が一人一人の個に応じた授業を目指し，効果的な指導方法や指導体制の工夫
ができるようにするための，教職員間の積極的なコミュニケーションの充実を図る。 

○共によりよく生きるために，互いの生き方や価値観の違いを認め合い，そのよさを
伸ばすとともに，豊かな情操と道徳心を培い，心の通う対人交流の能力の素地を養
う。 

○「人権」は何の努力もなしに自然に守られるものではないこと，一人一人が「人権」
を日常の生活と密接に関わる全ての人の問題として考え，これを守っていくために
積極的に取り組んでいかなければならないものということを理解した上での指導
の徹底。 

○問題のある言動について「社会で許されない行為は，学校においても許されない」
という毅然とした態度での指導の徹底。 

○学年ごとに，目指す子ども像を見据えた人権目標を設定し，人権学習年間計画を立
案し，同和教育・総合育成支援教育・男女平等教育・外国人教育について，学年の
実態に応じた学習を進める。 

○年度初めに「人権とは何なのか」を発達段階に応じて指導する。 
 ・「世界人権宣言」，「日本国憲法」を基に，児童に理解しやすく実生活に生かす

ことのできる指導を実施する。 
○５月の憲法月間に先立ち，他者を大切にする為の自分の行動目標を「人権標語」と
して全児童が作成する。 

 ・毎日，朝の会で一人ずつ紹介し，その日１日の学級の目標とする。 
・作成した人権標語を隣のクラスや異学年と交換し人権についての子ども同士の意

識を広める。 

○１１月は，人権に関する参観・懇談を行い，人権問題について保護者の正しい認識
と理解を図り，家庭においても人権問題が正しく受け止められる基盤をつくること
ができるようにする。 

○１２月の人権月間には，人権にちなんだ内容の絵本を担任が読み聞かせするととも
に，児童の感想を廊下に掲示して交流する。（人権お話バイキング） 

○１２月の人権朝会において，学校長が人権に関する絵本の読み聞かせや，人権を守
ることの大切さの講話をする。 

○道徳的実践力を育むため，教育活動全般を通して道徳教育の充実を図る。 
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・児童が主体的に行う活動や体験活動の充実 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○道徳の学習では，６年間を通して道徳的価値が偏らないよう，低学年からバランス
の良い価値の配分をする。（道徳の別葉の整理，道徳の年間計画の作成） 

○いじめやおもいやりに関わる道徳教材を，積極的に実施する。 
 ・児童の道徳的価値の獲得・理解を把握するために，ワークシートをポートフォリ

オとして保存する。 
○警察のスクールサポーターによる，非行防止教室を実施する。 
 ・参観日に実施することで，保護者の方への啓発も行う。 

 

○宿泊を伴う学習やその他の体験活動を通して仲間との関係づくりを図る。 

○運動会やたて割り活動，学習発表会などの学校行事を通して，仲間との関係づくり

を図る。 

（運動会） 

 ・兄弟学年でグループを組み，協力しながら競技に楽しく参加する機会をもつ。 

 ・応援団を中心に，全学年が一体となって仲間と共に活動する楽しさや，仲間を励

まし応援する経験を通して仲間を大切にする心を養う。 

 ・学級を解体して隣の学級とチームをつくることで，より学年間での絆を深められ

るようにする。 

（たて割り活動） 

・毎月１回７のつく日を「なかよしの日」として，１年生から６年生までの全学年

で構成される「なかよしグループ」で異学年との交流を図りながら，仲間の大切

さを実感する活動を取り入れる。 

・１年間の交流の成果と，より絆を深める為に２月に「なかよし大縄大会」を開く。 

（学習発表会） 

 ・学年で一つの事に取り組むことで，年間を通して，学級単体の動きにならないよ

う，より広い交友関係をもてるようにする。 

○児童会活動や学級活動の活性化を図り，集団の一員としての自覚を深め，自己有用

感を高める取組を推進する。 

（児童会活動） 

 ・年２回のあいさつ運動を実施し，児童会が中心に「あいさつジャンケン」をしな

がら児童玄関に立ってあいさつをすることで，学校全体であいさつの楽しさや大

切さを実感できる活動とする。 

 ・児童会主催の「給食交流」を異学年と行うことで，道徳的価値の深まりを図る。 

 ・運動会や新入生を迎える会，６年生を送る会などの行事において，児童会の児童

が計画・進行を行うことで，自分達の学校を自分達でより良くしていこうという

意識をもたせる。 

○高齢者の方との交流や地域の方との協同体験を行い，道徳的価値の深まりを図る。 

 ・１年：昔遊びでの高齢者の方との交流 

  ２年：まち探検での地域のお宅・お店訪問 

  ３年：地域の方との七輪餅焼き体験，地域の方による西陣織機織り体験 

  ４年：視覚障害・聴覚障害の方をゲストティーチャーとして招いての学習 

     鴨川を美しくする会の方との総合学習 

  ５年：同志社大学研究室の学生さんの協力による米作り 

  ６年：米寿のお祝い訪問で，高齢者の方のお宅訪問 

     地域の方（能楽師・狂言方）による狂言体験 

 

学級活動，児童会活動，クラブ活動，学校行事の中で，個と個，個と集団の関わりが

もてるようにする。具体的には，縦割り活動，室町まつり等の活動を行う。 
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・児童同士の絆づくり 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）いじめの早期発見・積極的認知のための措置 
 ・日常の児童に関する情報共有 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・児童に対する定期的な調査 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・教育相談の実施 
 
 
 
 
 

○互いに良さを見つけ認め合ったり，改善すべき点を指摘し合ったりして，お互い

がたかまりあえる支援・指導を構築する。 

 ・学級会，朝の会，帰りの会，１日の振り返りカードなどを有効活用する。 

○コミュニケ―ション能力の育成 

 ・学習での関わり合いを大切にした授業の流れの工夫。（研究教科を中心として） 

○連帯感や仲間意識を高められる取組を構築する。 

 ・みんな遊びの推奨，外遊びの推奨，お楽しみ会，児童が主体的に企画・運営す

ることのできる係活動の充実…等の取組を構築する。 

○教職員は，児童の変容や問題行動等の情報収集に努め，いじめ・不登校に関わる

情報については，些細なことや疑いも含め，生徒指導主任に報告し組織で情報を

共有する。 

 ・「生指シート」を活用し，学級での気になる児童の様子を些細なことでも記入し，

毎金曜日に生指主任に報告・提出する。生指主任は，全学級の様子を把握し，

また全教職員に生指シートを回覧することで，全員が室町小学校の児童を見守

り支えていくという高い意識をもって行動できるようにする。 

 ・毎週金曜日に生徒指導委員会をもち，管理職，生徒指導部，養護教諭，スクー

ルカウンセラー，スクールソーシャルワーカーと情報共有を図る。そこで特に

気になる案件を取り上げ「ケース会議」にかけ，より丁寧で細やかな対応がで

きるように指導方法などを共通理解する。 

○重大案件については，緊急に「いじめ対策委員会」を開き，対応後の検討後，全

職員で情報を共有する。 

○家庭訪問や懇談の場を活用し，家庭と学校が情報を共有し，同じ方向を向いて児

童の健全な育成に対処する基盤を作る。 

○いじめに特化した，記名式アンケートの実施（９月・１月） 

・詳しく分析して生指主任に報告。全教職員で共通理解し，いじめの兆候の早期

実態把握を行う。 

○４～６年生において，年間２回「クラスマネジメントシート」の実施。 

 ・学級経営の状態を把握し，学級経営の見直しを図る。（交友関係や担任との関係

をより深く分析する） 

○生徒指導委員会と養護教諭，スクールカウンセラー，教育相談主任が連携し児童

がスクールカウンセラーと相談できる環境を作る。 

○生徒指導委員会と養護教諭，スクールカウンセラーが連携し児童がスクールカウ

ンセラーと相談できる環境を作る。 

○養護教諭が教育相談主任を兼ね，日常的に教育相談できる体制を整える。 

○保健室来室の様子を共有し，養護教諭と担任で連携をとりながら見守る。 
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・上記調査等の結果の検証及び組織的な対応 
 

 
 
 
 
（３）いじめが起こったときの措置及び再発防止にむけた取組 
・基本的な考え方 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○生徒指導主任及び，低学年，中学年，高学年それぞれの学年で初期対応するとと

もに，即時管理職に報告し検証する。確実に全教職員に報告し，全体で見守る。 

○早期発見，早期報告を基本とし，いじめ対策委員会及び生徒指導委員会で情報共

有し，初期対応・今後の対応について検討する。その際，「いじめ防止対策推進法」

「学校いじめ防止基本法」を踏まえ，いじめの芽もいじめととらえつつ，被害児

童の支援や加害児童への指導，周りの児童の状況把握，教育委員会をはじめとす

る関係機関や専門機関との連携，保護者への連絡や対応等について努めるととも

に，解消・改善，再発防止に向けた取組を進める。 

・いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものであると認めるときは，上京警

察署スクールサポーターと連携してこれに対処する。また，児童の生命，身体

又は財産に重大な被害が生じるおそれがあるときは直ちに警察署に通報し，適

切に援助を求める。 
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・いじめやその疑いを把握したときの校内での情報共有及び対応 
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・インターネットを通して行われるいじめへの対応 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「いじめの解消」の定義をふまえた見守り及び再発防止に向けた取組 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）教職員の資質向上の取組 
 
・内容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
・実施時期 
 

・  ４月（学校いじめ防止基本方針の共通理解研修） 
・  ５月（児童理解研修） 
・ １０月（いじめについての理論研修） 
・  ２月（いじめについての事例研修） 
・ 毎週月・水・金曜日の職員朝会 

 

 

 

○書き込みや画像の削除，チェーンメールへの対応など，被害の拡大を防ぐために専

門機関等に相談し，書き込み等の削除を迅速に行う。 

○学校・保護者だけで解決困難な事例の際は，警察等の専門機関との連携を行う。 

○全学級で情報モラル教育を積極的に行い，未然防止を図る。 

○外部講師を招いて情報モラル教育を行い，事例研修等で理解を深める。 

 ・６年生での「携帯教室」の実施。 

○地域生徒指導連絡協議会や情報モラル教育の授業参観等を活用して，地域への啓発

活動を行う。 

○３ヶ月は，全教職員で見守り続ける。 

 ・いじめを受けた児童，いじめを行った児童の様子を含め状況を注視し，その状況

を週１回の生徒指導委員会，定期的な「いじめ対策委員会」で情報共有と組織的

な動きを構築する。 

○スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーからのアドバイスを受けなが
ら，学校として適切な措置を講じる。 

○登下校，朝学習や休み時間，掃除時間など複数の教職員による校内巡視を実施し，

児童を見守る。 

○全教職員が，いじめの未然防止の対策・早期発見に向けた対策，発覚時の適切な対

応の在り方を共通理解する。 

 ・年度初めに，全教職員で「学校いじめ防止基本方針」の内容を基に研修を行い，

共通理解をはかる。 

○普通授業・学級経営と生徒指導の関わり等，望ましい人間関係や集団指導の在り方

の研修の充実を図る。 

 ・研究教科の手法の徹底，生徒指導部による生徒指導の方法の共通理解や，有効な

取組・手立ての交流，拡充を図る。 
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４ 保護者・地域・関係機関との連携 

 
・保護者・地域への情報発信，啓発，共同の取組 

○室町小学校ＰＴＡとの連携のもと，いじめ問題や「いじめ防止対策推進法」，「室
町小学校いじめ防止基本方針」に対する理解を深めるために，懇談会や地域生徒
指導連絡協議会等にて周知していく。 

○スクールガードリーダーや少年補導委員等の学校に関連している団体や地域の団
体との連携を密にしておく。 

○いじめの防止や解消に，保護者による子どもの観察や声かけが重要であることを
知らせ，理解と協力を得る。 

○道徳や人権学習の授業参観への呼びかけをＰＴＡの協力のもと進める。 

 
・関係機関との連携 

○いじめの事案によっては，警察署少年課生活安全部との連携を密にし，被害児童

の身の安全を最優先させると共に，児童相談所との連携も図り，加害児童・被害
児童の精神的ケアを図る。 

○平素からスクールカウンセラー及びスクールサポーターとの連携を密にしてお

く。 

 
５ 重大事態が発生したときの対応 
 
（１）基本的な考え 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
（２）重大事態が発生したときの対応 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 重大事態への対処については，「いじめ防止対策推進法」を踏まえ，京都市教育

委員会を通じて，重態事態が発生した旨を市長に報告する。その事態への対処及び

同種の事態の発生を防止するために京都市教育委員会の指導及び支援を得つつ，本

校が調査主体となる場合には，本校の下に組織を設け，質問票の使用その他の適切

な方法により事実関係を明確にするための調査を行う。また，いじめを受けた児童

生徒及びその保護者に調査に係わる事実関係等その他の必要な情報を適切に提供

する。 

・速やかに京都市教育委員会に報告し,調査の主体等についての協議を行う。 
・京都市教育委員会が調査主体となった場合，その指示のもとで資料の提出などを
行い，調査への協力をする。 

・本校が調査主体となった場合，本校の下に調査組織を設置し，事実関係を明確に
するための調査を行い，京都市教育委員会に調査結果を報告する。この調査結果
を踏まえて，必要に応じて保護者へ適切な情報提供をし，同種の事態発生の防止
に向けた取組の推進を行う。 

・重大事態の防止のために，被害児童の保護を最優先に考えた対応をし，加害児童
には責任ある指導をする。また，その事実確認をした内容や指導した内容を保護
者に連絡をし，京都市教育委員会に報告する。 

・周りにいた児童にも自分ごととして捉えさせ，学級や学年の集団への指導も行う。 
※重大事態の定義 
・生命，心身または財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき。 
・相当の期間，学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあると認めるとき。 
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６ 年間計画（予定） 

  いじめの防止等のための取組を下表のスケジュールにより実施する。ただし，年度途

中に計画の見直しを行う場合がある。 

月 対策会議や校内研修等 
未然防止に向けた

取組や行事等 

アンケートの実施

や教育相談週間等 
保護者への啓発等 

４ 

・職員会 

「学校いじめ防止基本方針」の共有 

「年間計画と役割の明確化」 

「校内体制や組織的対応の共有」 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

・いじめ対策委員会 

 「児童・保護者への広報について」 

 

・学級開き 

・朝会での説明 

「いじめ対策委員の紹介」 

・たてわり活動 

・なかよしの日 

・なかよし標語作り 

・学校のきまり， 

室町の子七カ条の

掲示 

 ・学級懇談会 

・家庭訪問 

５ 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

・生徒指導，児童養護施設研修会 

（気にかかる児童の指導について） 

・縦割り活動結団式 

・憲法月間講話 

・御霊祭における 

パトロール 

（PTA・学校） 

 

・【６年】 

修学旅行 

 ・家庭訪問 

・ＰＴＡ総会で啓発 

６ 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

 

・なかよしの日 

・【５年】 

非行防止教室 

・【５年】 

花背山の家野外活動 

 

 ・保護者向け啓発

パンフレット配布 

７ 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

・合同研修 

・「クラスマネジメントシート」の

実施と集約 

・「記名式いじめアンケート」の実

施と集約 

・学校評価の結果の共有 

 

・なかよしの日 

 

・（第１回）記名式

いじめに関する

アンケートの実

施 

・（第１回）クラス

マネジメントシ

ートの実施 

・教育相談週間 

・児童，保護者に

よる学校アンケ

ート① 

・個人懇談会 

８ 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

・夏季研修会 

・小中合同教職員研修 

 

・夏季休業中の生活指

導とパトロール 
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９ 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

 

・なかよしの日 

・【４年】 

みさきの家野外活動 

 ・学級懇談会 

10 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

・生徒指導事例研修会 

・いじめ防止研修 

（講師の方を招いて） 

・なかよしの日 

・運動会 

  

11 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

 

・なかよしの日 

 

・（第２回）いじ

めに関するア

ンケートの実

施（記名式） 

・人権にかかわる 

参観・懇談 

12 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

・合同研修（関係機関との交流会） 

・人権月間講話と 

人権の絵本読み聞かせ 

・なかよしの日 

・学習発表会 

・冬季休業中の生活

指導とパトロール 

・（第２回）クラ

スマネジメン

トシートの実

施 

・個人懇談会 

１ 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

・学校評価の結果の共有 

 

・なかよしの日 

 

・児童，保護者に

よる学校アン

ケート② 

 

２ 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

・いじめ防止研修 

（いじめについての事例研修） 

・なかよしの日 

・ケータイ安全教室 

・児童会による 

あいさつ運動 

 ・新１年生半日入

学保護者説明会 

・学級懇談会 

３ 

・いじめ対策委員会 

（毎週金曜日） 

 

・なかよしの日 

・春季休業中の生活

指導とパトロール 

  

 


